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　昭和 43年から伊賀の地で採卵
養鶏場を営んでいます。 美味し
い卵を作るために必要不可欠な美
味しい水をたくわえてくれる霊山
の恩恵を受けて、この地で創業す
ることができました。 生産した
卵は、JA 直売所「ひぞっこ」へ
出荷しています。また、鶏ふんも

地元農家の皆さんにご愛用いただ
き、美味しい作物ができると好評
です。自然豊かな伊賀の地で、美
味しい卵を作ることができる喜び
に感謝して、日々頑張っています。

　一番のおすすめの召し上がり方は、たまごかけご飯。ひと手間を
かけて、黄身と白身に分けて、黄身だけで食べていただくと、より
濃密でぜいたくな味わいをお楽しみいただけます。白身も弾力が
あって美味しいので、少し箸で泡立ててご飯にかけていただくと、
とろろご飯のような優しい味わいが楽しめます。また、味が自慢の
卵ですので、定番の玉子焼き、茶碗蒸し、プリンなどのさまざまな
卵料理も、普段のレシピでワンランク上の自慢したくなる一品に大
変身。どんなメニューでも、万能にお使いいただけるたまごです。 伊賀忍者たまご

【問い合わせ】　商工労働課　☎ 22-9669　℻  22-9695

株式会社岡本養鶏場の皆さん
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今後の整備予定箇所

伊賀国庁跡整備イメージ図

コラム

　令和４年２月 24日、ロシアによる「特別軍事作
戦」と称するウクライナ侵攻が始まりました。
　ロシアの侵攻は一方的で武力侵略以外の何物でも
なく、市街地やインフラを無差別に攻撃し、軍人だ
けでなく民間人にも数多くの犠牲者を出していま
す。これはロシアによる明らかな国際人道法・人権
法の違反行為です。病院や学校といった保護対象施
設への攻撃のニュースを目にしたときは言葉もあり
ませんでした。
　島国に住む人の目には、このロシアによる行為は
どのように映っているのでしょうか。陸続きで国境
を接している国に住むという実感がないため、対岸
の火事のように映っている人も、中にはいるのかも
しれません。
　平和の破壊によって最も影響を受けるのはいつで
も弱者であり、それは個人を意味します。世界人権

宣言において「人権の保障が自由、正義及び平和の
基礎である」と記されているように、人権が守られ
ているからこそ平和な社会を築くことができます。
日本国憲法でも、「全世界の国民が、ひとしく恐怖
と欠乏から免れ、平和のうちに生存する権利を有す
ることを確認する」とあるように、全世界の人々が
平和の中で生きていく権利があります。
　ウクライナ侵攻はいかなる理由があろうとも決し
て認められないこと、そして改めて平和と人権につ
いて一人ひとりが考えることが重要ではないでしょ
うか。
　市では、人道支援と国際平和を願い、救援金の受
付のほか、伊賀上野城をウクライナの国旗を構成す
る青と黄でライトアップしています。私自身も「平
和とは何なのか」について今一度考えてみようと思
います。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9641　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

平和と人権　　－下水道課－

◆伊賀市スポーツ大会出場者に対する奨励金
　スポーツ活動の振興を図るため、各種スポーツの
全国大会や国際大会に出場する市民の栄
誉を称え、個人または団体に対し奨励金
を交付しています。

◆表敬訪問
　また、出場者で希望する人の表敬訪問の受け入れ
を行っています。今年も数多くの選手やチームが訪
れています。日頃の活動や大会への抱負、結果報
告、スポーツの魅力などを話題に市長とお話いただ
きます。（写真は今年度の表敬訪問の様子）

ちから

伊賀市スポーツ大会出場者に対する
奨励金と表敬訪問

詳細はこちら

【問い合わせ】　スポーツ振興課　☎  22-9635　 ℻  22-9694　 sports@city.iga.lg.jp
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